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人
格

主
義

の
立
場

に
於

け

ろ
経

済

蓬

人

生

の

一
考
察

(
二
・完
}
、

皆

o.

石

川

興

二

・
.
.

三

人
格
主
義

の
立
場
に
於
け

る
脛
濟

と
人
生

や

脛
濟
學
は

久
し
く
冨

の
學
問

ε
考

へ
ら

れ
た
。
然

る
に

ロ
ソ
シ
ェ
ル
は
在

來

の
此
誤
謬

を
折
摘

し
て
、其

経
済

原

ぬ

ぬ

.

論
の
春
頭
に

「
経
済
畢
の
出
獲
黙
も
亦
到
達
黙
も
人
聞
で
あ
る
」
ご
叫
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

此
相
反
す

る
二
つ
の
主
張
に
封
ず
る

シ
ソ
プ
ー
ぜ
ス
た
る
立
場
を
示
し
、
同
じ
く
其
経
済
原
論
の
巻
頭
に
於
て

、
.

、

、

、

「
経
済
學

は

一
面

、
窟

の
學
問

に
し
て
、
而

し

て
他

面

、
而
も
重
要
な

る
他
面

に
於

て
人
間

の
學
問

の

一
部
な
り
」

グ

ε
し
、
墨

に
経
済
學

の
正
し

き
立
場

を
明

か
に
・せ
し

は
、
現
代
斯

學
界

の
第

一
人
」。着

マ
.ー

シ
ャ
ル
で
あ

る
。

然

し
経

済
學
は
既

に
富

ご
人
生

ご
の
學

で
あ

る
、

然

ら
ば
此

人
生

の
見

解
を
如
何

に
解
す

る
や

の
定
ら

ざ
る
以

上
、
斯
學

の
正

し
き
立
場

は
未

だ
確
定

せ
ら

れ

諏
の

で
あ

亀
、
斯

く
て
我

々
に
科

せ
ち

る
可

き
次

の
問
題

は
、
.此

人
生
を
如
何

に
解
す

べ
き
ゃ

E
云

ふ
問

題

で
あ

る
。

今

日
ま
で

の
纒
濟
學

の
人
生
観

に
是

緑
藻

か
・D
し

は
功
利
主
義

で
め

つ
て
、
且
其
誤

り
な

る
こ
ε
は
余

が
既

に

前

段

起
於

て
明

か
起

せ
ん
ε
し
た
所

で
あ

る
。
而

し

て
経
済

學
も
事
實

上
次
第

に
功
利
主

義

の
淺
薄

な
る
を
知

っ

て
、
理
想
士
⊥義

の
立
場

に
轄

じ

つ

＼
あ

る
の
で

あ
る
。

而
も
省
功

利
主

義

の
立
場

を
脱

し
綴
り
得

の
の
が
現
代
輕

論

調
助

人
絡
主
義
の
立
端
に
於
け
る
鯉
溺
ピ
人
生
01
.一
著
・察
ρ
.一.齢兀
}
第
†
一
巻

(第
箇
[號

六
三
)

五
〇
五

「



,

●

.

う

「

論

説

八
移
主
義

の
立
場
に
於
け
ろ
懸

果

生
の

一
考
察

(二
、完
)
第
†

暮

(第
四
院

六
閥
)

汎
〇
大

洲
學

一
般
の
具
状
で
あ
る
。
於
藪
我
々
に
科
せ
ら
れ
把
、る
眞
の
問
題
は
、
現
代
の
衝
撃
に
於
て
正
し
ε
せ
ら
れ
、

・且
古
來
オ
コ
ソ
下
ッ
ク
ス
の
思
想
の
中
心
を
な
せ
る

理
想
主
義
叉
は
人
格
主
義
の
立
場
を
以
て
等
在
家
の
経
済
學

の
入
生
観

に
全
然
置
き
換

へ
る
べ
き
こ
ε
で
あ
る
(註
こ

斯
く
て
余
は
藪

に
功
利
主
義
の
立
場
よ
り
せ
し
考
察
に
謝
照
せ
し
め
て
、
此
人
熔
主
義
の
立
場

よ
り

「
人
生
ε

'経
済
」
ざ
の
關
係
及
経
済
的
理
想
標
準
を
考
察
し
、
以
て
、
此
試
み
の
幾
分
を
な
さ
ん
ご
す

乃
の
で
あ
る
。
而
し

て
此
爲
臆
は

痙

濟
ε
入
生
」
ε
の
關
係
を

「
富
ご
人
生
」
の
關
係
ご

「
経
済
生
活
皮
紐
織
そ
の
も
の
ご
人
生
」

の
欄

督

の
両

面
よ

り
考
察

し
な
け
れ
ば

な
ら

鳳
こ
・巌

、
前
段

に
於

て
明

に
せ
し
ε

・
ろ
で
あ

る
。
依

て
先

づ

「
富

蓬
人
生
」

の
關

係
よ
与
論

を
進
む

る

こ
て

、
す

る
。

.

荷

ほ
輩

に
重

ね
て
断

っ
て
潰

か
ね
ば
な
ら

諏

こ
ε
は
、
本
論
衣

の
初

に
於

て
既

に
述

べ
し
が
如

く

「
入
生

ε
脛

.

濟
」

ざ

の
關
係

ご
云

ふ
が
如

き

は
、
斯
.る

一
論
文

の
能

く
爲

し
得

べ
き
ε

こ
ろ

で
は
な
く
、
本

論
交
は
寧

ろ

「
人

生

ε
縄

濟
」

ご

の
…關
係

の
考

へ
方

を
考

へ
ん
ε
す

る
も

の
で
あ

る
ご
云
ふ

こ
ご
で
あ

る
。

`

其

一

「富

ご
入
生
」

.

双

々
は
先
づ
入
絡
主
義

の
立
場

の
如
何
な

る
も

の
な

る
か
を

一
懸
者

へ
な
け
れ
ば

な
ら

鍛
。
理
想
主
義

叉
は
入

、梼

主
義

な
る
も

の
を
學
問
上

に
於

て
充

分
に
確

立
し
た

る
も

の
は

カ

ン
ト
で
あ

ろ
う
。
氏

が
純
粋
實
畿
理
性

の
根

本

法

則

む

云

ふ

有

名

な

る

命

題

は

即

ち

缶

四
目

。
・
・
。

α
円
・,
-,

島
m

写

四
目
ぎ

∪

α
凶ロ
驕

≦

≡
①
づ
・,
三

・
・
曇

N
口
駐
Φ
剛∩
げ

.

轡
ア

℃
「ジ
。
冒

。冒
興

p
仁
鵬
。
旨
。
ぎ

の
Φ
』。騨
お
Φげ
量
㈹
鴨
一言
口
写
目
o
〔汝

の
意

志

の
幣

牽

が
常

に
同
時

に
普

遍
的
立
法

の
.

原
理

ε
し
て
、
受
賞

し
得

る
様

に
行

爲
せ

よ
)
ξ
云
ふ
の
で
あ
る

。
之
を
云

ひ
換

ふ
れ
ば
所
謂

カ
ン
ト
の
断
言
命
令



.

」

に
從

ふ
ご
云
ふ

こ
ご
で

あ

っ
て
、
断
言
命

令

ご
は
我

々
経
験

主
観

に
謝

し
て
超

個
人
的
無
制
約
的
無

上
命
令

ε
し

て
顕

現
す

る
繕
封
命
令

で
あ

る
。

而

し
て
之
は
自
己

の
快
樂

を
目

的
ご
し
、
物
的

慾

を
疑

に
す

る
快

樂
説

の
立
場

ご

は
全
く
相
反
す

る
も

の
で

め

.

る
、

一
の
親
樂

が
あ

っ
て
自

分
を
招

い
て
居

る
時

「
あ

の
親

樂

が
追

い
度

い

(言
辞
留

)
」

ε
云
ム
意
識

が
起

る

之
が

カ

ン
ト
の
所
謂

傾
向
性

で
あ
り
私
情

的
な
も

の

で
あ

る
。
今

之
ε
同
時

に

一
人

の
不
幸

な
る
者

が
自
分

に
救

.

助
を
求

め
て
み
て
、
此
人
を
救

ふ
爲

め
に
は
止
観
樂

を
捨

て

ね
ば
な
ら

の
4
而
も

「
彼

の
人
を
動
く
可

き
で
あ

る

(し∩
。琴
巳
」
ε
云

ふ
意
識

を
自

分

は
威

す

る
、
之
が
断
言
命

令

で
あ

っ
て
、
そ
れ
は

リ
ッ
ケ

ル
ト
の
語
を
借

り
て
云

へ

ば
」
個
人
的

私
情

か
ら

全
く
猫
立

し
た
良

心

の
聲
が
或
行
動

を
債
値

め

る
も
の

オ
し
て
強

制
す

る
」
命
令

で
あ

る
。

此
傾
向

性

に
從

ふ
時
我

々
は
快

樂
を
戯
す

る
こ

ご
を
得

る
が
故

に
快
樂
説

の
立
場

に
於

て
は
善

ε
な

る
.
然

七
理

想
主
義

、
人
格
主
義

の
立
場

に
於

て
は
、
此
傾
向
性

に
打
ち
克

ち
此
繕
封
命

令

に
從

ふ
た
聴

に
善

で
あ
る
。

斯

る
理
想
主
義

の
立
場

は
総

て
の

オ
」
ソ
ト
ッ
ク

ス
の
思
想

に
共

通
な

る
も

の
で
あ

っ
て
、

東

洋

に
於

て
も
中

庸

に

「
天
命

之
謂
性

.
率
性

之

謂
道
」

ε
云
ひ
、
論
語

に

「
克

己
復
禮
」

ご
云
ひ
、
人
離

に

「
大
學

之
道
、
在

明

徳

明
」

ご
云

ふ
も
皆

同

↓
の
思

想

で
あ
ろ

う
。

西

田
博
士

は

「
最
も
深

き
自

己
内
面
的

要
求

の
聲

は
我

々
に
ε

つ
て
人

な

る
威
力
を
有

し
、
人
生

ド
於

て
之

よ

り
嚴
な

る
も

の
は
な

い
の
で
あ

る
」

ご
云

は
れ

、
ま
セ

「
自

己

の
最
大
な

る
要
求

ご
は
意
識

の
根
本
的
統

一
力
、

即

ち
人
格

の
要
求
で
め

る
か
ら

、
之
を
満
足
す

る

こ
ご
即

ち
人
格

の
實
現

`
云

ふ
こ
ご
が
我

々
に
ご

つ
て
絶
対

善

ユ

で
あ

る
。」
ざ
云
う
で
居
ら

る

A
。

而
し

て
叉
人
格

ご
は
我

々
の
意
識

の
最
深

き
統

一
力

で
あ
b

、
個

々
の
意
識

を

輪

読

人
格
主
義
の
立
場
に
於
げ
ろ
纒
済
ε
人
生
の

一
考
察
(二
、完
)
第
†
一巻

一第
四
號

六
五
)

五
〇
七

1)西 田博士、善の研究、一八八頁

2)同.一 九八頁

■



巳

論

説

人
格
主
義
の
立
場
に
於
σ
ろ
縄
濟
建
人
生
の
一
考
察
(二
、完
)
第
十
一巻

(第
四
號

六
六
}

五
〇
入

成

立

せ
し
む

る
内

面
的
創

造
力

で
め
b
、
叉
貴
注

の
根
底

に
於
け

る
無

限
な

る
統

一
力
叉
は
内
面
的
創
造

の
最
深

遠

な

る
獲
現
で
あ
る
、
而

し

て
我

々
が
人
格

を
現
賞

す

る
ご
は
、
此
力

に
合

一
す

る
の
謂

で
あ
る
ご
云

ふ
こ
ご
を

`
闘等

の

説

い
て
居
ら

る

・
ゆ

頂

以
上
人
肇

義
の
毒

の
如
何
な
る
も
の
な
る
か
を

一
悉
明
・
し
た
・
が
贅

次
昆

立
場
・
於
・
富
な
・

吻

も
の
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
・

蹴の

　

む

む

　

む

び

む

先
づ
富
其
も
の

、
意
義
　

考

へ
て
行

か
う
。
斯
あ

如

き
立
場

・
於
は
、
富
の
意
義
は
快
樂
説
の
場
倉

企

賭

く
異
ら
ざ
る
を
得
な
い
、
即

ち
此
立
場

に
於
て
は
同
じ
く
西

田
博
士

の
語
を
用
ひ
て
云

へ
ば
、
「
人
格
は
凡
て
の
慣

肝

値

の
根
本
で
あ

っ
て
・
審

問

に
於
て
只
人
格

の
み
鶉

債
値
を
以
て
ゐ
・
の
で
あ
る
…

…

如
何
に
強
大
な
・

噸

要
求
・
・
、
蕾
　
漿

・
・
入
舞
要
求
・
離
れ
・
は
何
等
・
整

　
有
…

、
唯
人
格
的
漿

・
一
篇

銀

嶺

黙

認

瑠
鱗

翻
鷺

脚
腰

弱

C
難

鱗

轡

　
蘇
繰

鳳
r
.避

ろ

九

於

て
取
扱

ふ
寝

る
も

の
も
、
只
人
鍍

展
の
手
馨

し
て
の
み
膿

を
有
す
・
,
、
重

な
る
の
で
あ
、
。
即
ち

謬

之
が
人
格
主
義
の
立
場

に
於
け
る
富
の
唯

一
の
意
義
で
あ

っ
て
、
功
利
主
義
の
立
場

に
於
け
る
富
の
意
義
が
、
人

冤
蜥

問
に
威
豊
的
快
樂
を
與
ふ
る
に
あ
る
の
ご
は
大
な
る
差
異
で
あ
る
。

藩

然
ら
ば
次
に
那

落

欝

鋳

溶

肺

藤

を
考

へ
て
見
や
う
・
人
望

云
ふ
は
透

せ
し
如
き
も
め
で

・艦田
田

あ

っ
て
其

は
自
獲
自
撰
す

べ
き
も
の
で
み

る
。
・故

に
外

界

の
無
生
物

乾

る
富

ご
云
ふ
が
如
き
も

の
は

、
人
格

の
装

哲

西

展

に
立

っ
て
意
義

少
き
も

の

、
如

く

に
思
は

れ
る

、
只
事
實
唯
v心
論
者

は
屡

々
斯
ぐ
考

へ
勝

で
あ

っ
た

の
で
あ

る
。

の
の



も

も

り

も

ヵ

も

も

も

ロ

ヤ

も

ヵ

モ

も

へ

も

も

も

リ

カ

へ

り

ち

.

然

し

ベ
ル
グ

ソ
ソ
が

「
生
命
は

そ
が
外
界

の
無
生
物

よ
り
受

・・
る
抵
抗

ε
、
生
命

が
そ
れ
自

身

の
中

に
有

す

る

も

ヨ

ヤ

の

獲
展

力

`
の
二

つ
の
原
因

に
依

る
も

の
な
り
」

ざ
云

う
て
居

る
や
う
.に
、
今
日

の
哲
學
及

科
學

に
於

て
は
精

耐

の

獲
展

は
、
此

二
原
因

に
關
す

る
ε
考

へ
ら

る

・
の
で

あ

る
。

帥
ち
我

々
は
人
格

獲
展

の
矯

め
に
外

部
よ
り
、
人

の

精

神
能
力

に
何
物

か
を
加

ふ
る
こ
ε
は
出
来
な

い
が

、恰

も
草

木

の
成

長

に
謝

し
て
成

し
得

る
こ
ε
が
、其

種
子

に

成

長

の
機
會

を
與

へ
て
や

る

こ
ご

に
あ

る
ご
等

し
く

、
之

が
獲
展

の
機
會

を
與

ふ
る
こ
ε
は
出

家

る
の
で

あ

る
、

。
忌
。巴

8

(
敏
育
)
ご
云
ふ

こ
ご
の
真
意

は

。含

8
(
引

き
出
す

)帥

ち
人

の
貴

き
能
力
を
引

き
出
す

こ
ε
で
あ

る
ε

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ロ

ド

や

ヘ

へ

云
は

る

＼
が
我

々
の
成

し
得

乃
こ
ご
は
只
廣

き
意
味

に
於
て
、
此
敏
育

の
機
會

(oプ
雪
oo
)
を
與

ふ
る
こ
ご
の
み
で

あ
り
、
ま
π

こ
れ

が
頗

る
重
要
な

こ
さ
な

の
で
あ

る
。
経
済
學

上

の
富
も
同
様

に
此
機
會

を
與

ふ
る
ε
云

ふ
黙
は

ロ

も

も

　

も

於
て
の
み
人
格

の
獲
農
に
功
戯
す
る
.の
で
あ
る
。
此
黙
に
就

き
て
も
功
利
主
義
の
立
場

に
於
て
富
が
戚
　覚
を
満
足

せ
し
む
る
こ
ご
に
依
り
、
此
立
場

」
於
け
る
善
た
る
快
樂
の
源
泉

ε
な
る
ざ
は
大

い
に
異
る
の
で
あ
み
。

　

　

　

　

む

　

む

む

　

む

む

　

む

む

　

然
ら
ば
次
に
此
人
幣
獲
展
の
機
會
ε
し
て
の
富
の
意
義
を
考

へ
て
見
や
ヶ
。

リ

セ

噛

し

コ

あ

あ

も

セ

ち

せ

も

や

　

カ

も

ヤ

ヘ

へ

い

我
々
が
填

に
人
格
的
要
求
の
現
實
を
完
ふ
せ
ん
が
爲
に
は
、
先

づ
之
に
必
要
な
る
諸
種
の
高
き
精
神
的
能
力
の

ち

も

獲

展

を

必

要

こ

す

る

の

で

あ

る

、

マ

ー

シ

ャ

ル

の

所

謂

葺

o
器

審
2

葦

窃

芝
葺
o
ゴ

m
「。

切
o
長
o
o

鼠

9
0

眠
σq
冨

無

言

贈

ぎ
Φ
。・ω

の

獲

展

を

要

す

る

の

で

あ

る

。
.

つ

マ

る

も

ミ

も

然

る
に
、
此
諸
能
力

の
獲

展
は
、
更

に
種

々
な

る
機
會
、
例

へ
ば
其
人

の
掌

る
食
物
衣
類
住
居

燃
料

の
充

分
な

る
こ
ε
、
身
禮

の
休
息
及

.心
の
安
泰

、
希
望

自
由
攣

化

に
富

む

こ
ご
、
職

業
の
影
響
、
所
謂
自
由

財
叉
は

天
然
財

の
充

分
な

る
こ
ε
、
等
を

要

し
、
ま

た
、
家
庭

殊

に

母
の
感
化

、
宗
激

、
仲
間

、
學

校
漱
育

、
職

業

の
性
質
、
歌

論

説

人
格
主
義
の
立
場
に
於
47
る
纒
濟
ご
人
生
の

一
考
察
(二
、完
)
第
†
}
奮

(第
四
號

六
七
)

五
〇
九

5).Bergso叫Crealiveevoultion(translatedbyArtburMiしchell}P.[03



F

論

説

人
格

主
義
の
立
場
に
於
け
る
纒
濟

ε
人
生
の
.一
考
察

(
二
、山刀
)
第
†
.一
巻

〔第
四
號

六
八
V

五

一
〇

の

治
及
維
濟
上
の
組
織
等
に
關
は
る
の
で
あ
る
。

此
等
諸
候
件

の
中
如
何
な
る
範
園
が
輕
濟
學
上
の
富
の
概
念
中

に
入
る
か
は
、
富

の
概
念
を
、
例

へ
ば
キ
ヤ
ナ

リ

ソ
の
加
～ぐ
.に
麿
{義

に
定
め
る
か
、
又
は
挾
義
に
物
質
的
財

に
限
る
か
、
等
に
よ

っ
て
甚
　異
る
こ
ε
.、
な
る
が
、
假

令
富
を
狭
義

に
考

ふ
6
ε
す
る
も
、
此
等
諸
種

の
條
件
は
経
済
上
の
富

に
關
は
る
こ
ご
が
甚
大
な
の
で
あ
る
。
帥

北
諸
條
件
の
中
直
接
冨
ε
云
ふ
べ
き
も
の
は
衣
食
住
及
燃
料
で
あ
る
が
、
而
も

}
方
韓
じ
て
考

へ
て
見
る
ε
、
此

等
諸
候
件
の
成
立
、
其
も
の
が
経
済
上
の
富

に
關
は

つ
て
み
る
ご
云
ふ
上
に
、
更
に
番
人
が
之
導
入
絡
獲
展

の
機

會
を
得

る
度
合

は
、
殊

に
今
日
の
動
き
肚
會
に
於
て
は
事
實
各
人
の
利
用
し
得

る
富
の
量
に
關
は
る
こ
ビ
が
甚
大

な
の
で
あ
る
。
例

へ
ば
各
人
に
封
ず
る
氣
候
の
影
響
も
、
或
程
度
ま
で
は
脛
濟

上
の
富
の
力

に
依
臥
て
左
右
す
る

こ
ご
が
出
家
。
ま
陀
昏
人
の
身
艦

の
休
息
.心
の
安
泰
も
其
人
の
性
質

ε
共

に
叉
其
人
の
富

に
關
は
り
。
生
活

の
自

由
希
望
愛
化
も
其
人
の
職
業
及
経
濟
上
政
治
上
の
組
織
の
性
質
等
に
關
は

つ
て
み
る
が
、
而
も
之
を
利
用
し
て
事

實
、
自
由
希
望
愛
化
を
得
る
二
ご
は
其
人
の
富

に
關
は
つ
て
み
る
。
職
業

の
影
響
ε
云
ふ
も
其
各
人
の
職
業
な
る

も

の
、
選
撰
は
、
父
母
の
富
其
他
其
人

の
利
用

し
得
る
富

に
關
る
こ
`
が
大
な
の
で
あ
る
。
而
し
て
自
由
財
な

る

庵

の
も
其
人
の
職
業
及
住
居
等
ざ
相
關
達
す
る
黙
に
於
て
噛
各
人
の
富

の
支
配
を
冤
か
れ
楓
。

ヌ
各
人
の
受
く

る
家
庭
生
活
の
頁
不
良
は
、
父
母
の
富

の
如
何
に
關
は
る
こ
ご
大
で
あ
b
、
宗
激
生
活
、
學
校
激

育

ε
云
ふ
も
之
を
受
く
る
暇

ざ
資
力
ご
を
要
す
る
黙
に
於
て
、
各
人
の
富

に
關
は
る
こ
ε
が
大
で
あ
る
。
即
ち
人

格
獲
展
の
條
件
は
、

一
面
富
以
外

の
歌
治
脛
濟
上
の
組
織
、
職
業

の
性
質

、
各
人
の
暇
、
既
成
の
各
人
の
性
格
、

天
然
の
力
自
然
財
に
關
は
る
も
の
な
る
が
、
而
も
各
人
の
富

に
關
は
惹
こ
ε
が
重
大
で
あ
る
。

.

6)Marshall;PrinciplesofEconomics.BooklVChap.V.及VI参 照

7)本 誌 第 十巻 第一 號 及 第 三 號 拙 稿 「キヤ ナ ンの富 の概 念 に就 きて 」盛 照



幽

●

然

し
冨

が
人
格

の
獲
展

に
謝

し
て
特

に
重
大
な
る

意
義
を
有
す

る
は
極
貧

の
擬

態

に
於

て

寛
あ

る
即
ち

マ
ー

シ

ャ

ル
は
次
の
如
く

に
云
う

て
み

る
。
即

ち
、成
人

の
所

得

が
年

一
〇

〇
〇
傍

な
る

か
五
〇

〇
〇
膀

な

る
か
ビ
云

ふ
こ

ご
は
、
人
生

の
.完
成

に
重

大
な

る
意
義

を
有
せ

の
が

、
其

が
三

〇

〇
膀

な

る
か

]
五

〇
膀

な

る
か
ご
云
ふ

こ
ε
は

へ

　

し

ヤ

へ

た

　

も

り

へ

　

あ

で

エ

ヘ

ミ

サ

も

ヘ

ヤ

ヤ

へ

も

モ

ヘ

セ

重
大
な
る
意
義
を
有
す

る
の
で
あ
る
。
之
貧
し
き
塒
は
至
高
な
る
幸
輻
の
源
泉
た
る
多
く
の
能
力
を
、
獲
廃
せ
し

も

へ

も

マ

ら

っ

ヘ

へ

む

べ
き
機
會
が
な

い
か
ら
で
あ
る
、
其
衣
食
住
に
乏
し
く
、
ヌ
勤

ま
り
銀
貨
を
得
る
爲
め
に
激
育
は
早
く
止

め
ら

れ
、
侵
時
間
工
場
に
苦
し
く
働
か
ね
ば
な
ら

躍
、
紳
、
朋
友
に
謝
し
叉
家
庭

に
於
け
る
愛
情
、其
人
の
天
性
の
美
は

.

或
場
合

に
は
多
く
の
物
的
の
富
を
有
す
る
人
よ
b
も
、
立
振
な
る
人
生
を
送

る
を
得

る
こ
ξ
な
き
に
め
ら
ざ
る
も
、

而
も
貧
は
絶
対
の
損
失
で
あ
る
。
過
熱
し
、
激
育
さ
れ
す
、
疲
熱
し
憂
憧
し
、
安
静
ε
暇
な
く
彼
等
は
其
最
善

の

能
力
を
用

ふ
る
機
會
な
し
、
盈

に
普
通
件

ふ
害
悪
は
其
必
然
の
結
果

に
あ
ら
す

ご
錐
も
、

一
般
に
労
う
て
貧
者
を

減
す
も
の
は
貧

で
あ

る
、
而
し
て
貧
の
原
因
を
研
究
す
る
學
閥
(脛
濟
學
)
は
、
大
部
分
人
類

の
堕
落
の
原
因
の
研

の

究
で
あ
る
5
云

ふ
こ
ご
を
述

べ
て
み
る
。

撫
で
以
上
人
格
獲
展
の
機
會
に
封
ず

る
富
の
意
義

の
考
察
よ
り
人
格
主
義
の
立
場

に
於
け
る

「
富
ご
人
生
」
ε

の
關
係
に
於
け
る
経
済
組
織
及
生
活
の
理
想
標
準
を
考

へ
る
こ
ご
、
な
る
の
で
あ
る
。

'
.

而
.し
て
是
に
は
先
づ
人
格
主
義

の
立
場
に
於
け
る
根
本
命
題
が
あ
る
、
真
似
肚
會

の
総
て
の
人
を
孕
等
に
重
ん

せ
ね
ば
な
ら

澱
こ
ε
で
あ
る
。
人
格
は
前
述
せ
し
如
し
絶
対
的
の
償
値

で
あ
り
、
自
他
共
横
笛
を
差
厘
ハす

べ
き
も

の
で
は
な

い
、、
即
ち

ヵ
ソ
ト
の
所
謂

「
爾
は
爾
の
人
格
及
他
人
の
人
格

に
於
て
人
町

の
品
位
を
敬
し
、
人
格
を
常

に
目
的
`
し
て
使
用
し
、」
手
段

ε
し
て
使
用
せ
ざ
れ
」
で
る
る

故
に
肚
會
の
最
理
想
的
な

る
歌

態
は
其
肚
會
の

　

論

説

人
格
主
義
の
立
場
に
於
け
ろ
経
済

ε
八
生

の

}
考
察

(
二
、完
〉
第

十

一
巻

(第
四
號

六
九
)

五

】
一

8)Marshall;principlesofeconomicspp ,3噌4・

曾



論

説

人
格
主
義
の
立
場
に
於
げ
る
縄
濟

ピ
人
生
の

…
考
察

(
二
、完
)
第

十

一
巻

(第
四
、號

古
○
)

五

一
二

ぬ

り

も

し

も
　

ぴ

各
員
の
人
格
が
最
大
な
る
統

「
的
獲
展
を
な
す

足
云
ふ
こ
ε
で
あ
る
。
.
.

,

.

於
藪
吐
會
各
員
の
人
格
の
最
大
な
る
統

一
的
獲
展
を
得
る
が
如
く
に
何
人
遮
も
各
滴
の
人
格
獲
艇

に
必
要
な
る

機
會
を
竿
管

得
せ
し
む
る
に
最
適
當
な
る
富
の
歌
態
を
結
果
す

べ
き
経
済
生
活
及
組
織
が
理
想
的
の
も
の
で
あ

る
。
・孕
等
ご
は
同
等
を
意
味
す
御
忌
雫
等
で
は
な
い
、
各
人
の
必
要
ざ
す

る
機
曾
は
、
各
人

の
人
格
及
其
獲
展

の

も

も

も

り

し

ち

度
合

の
相
違

に
俵

っ
て
異
な
る
、
故

に
眞
の
卒
等
ε
は
之
に
慮
じ
た
る
卒
導
師
ち
差
別
で
あ
る
。

ヤ

も

ヘ

ヘ

マ

リ

も

ヒ

藪

に
附
言
す

べ
き
は
、
此
人
絡
主
義

の
立
場
を
徹
底
す

る
時
、
自
ら
現
代
の
通
弊
だ
る
富

の
量
の
過
重
主
義
及

リ

や

あ

ヵ

も

も

物
質

過
重
主
義
を
脱

す

る
こ
ざ

、
な

る
こ
ε
で
あ

る
。
即
ち
先

づ
人
格

主
義
の
立
場

韮
於
け

る
富

の
意
義

は
、
」

に
人
格

の
獲
展

を
助

く
る
に
あ

る
、
故

に
其
意

義

は
功

利
主

義

の
立
場

に
於
け

る
が
如

く
.に
、
毒

即自
二

欲

望

)
を

待

っ
て
あ

る
に
あ
ら
す

し
て
、
碧
牙
闘受

〔活
働

)
を

待

っ
て
あ

る
の
で
あ

る
。
人
格

の
獲
展

ご
云

ふ
も
又

人
格
獲

展

に
必
要

な
る
精

神
的
能
力

の
謹
撰

己
云

ふ
も

、
其

は
要
す

る
に
人

の
精
神

の

霧
5
、,ぐ

を
動

く

る
の
で
あ

る
。

　

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

ヤ

ヘ

ト

所
謂
富
な
る
も
の
は
、
其
質

の
如
何
に
關
は
高
ず
総
て
何
等

か
の
≦
騨
耳

を
満

し
て
人

に
快
樂
を
與

へ
、・
從
て
快

樂
に
質

の
差
を
認
め
ざ
る
功
利
説
の
立
場
で
は
総
て
意
義
あ
る
も
の
で
あ

る
が
、
人
格
主
義
の
立
場
に
於
て
は
、

假
令
欲
望
を
満
足
し
快
樂
を
與
ふ
る
も
、
人
格
獲
展
を
益
す
る
性
質
の
も
の
で
な
け
れ
ば
、
其
は
無
意
義
で
あ
り

セ

あ

ミ

或
は
有
害
で
あ
る
。
於
藪
理
想
的
猛
る
脛
濟
組
織
は
、
肚
會
各
人
に
最
大
な
る
満
足
を
與

ふ
る
ε
こ
ろ
の
最
大
な

カ

も

も

ゐ

.
な
降

砂
蟄
を
結
果
す

る
も
の
で
は
な
く
、
勅
會
各
員
の
人
格
の
最
大
な

る
統

一
的
獲
展
を
期
す
る
に
、
適
當
な

乃

性
鷺
分
留
を
暫
暫
硬
を
分
蟄

に
於
て
結
果
す

る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

濾
。
即
ち
於
藪
在
来
の
量
過
重
主
義
は
鏡
割

さ
れ
ね
ば
な
ら

函
。



置

.

■

匙

次
に
富
の
重
要
度

に
就

い
て
、
其
は
功
利
主
義
の
立
場
に
於
け
る
程
過
重
せ
ら

る
べ
き
も

の
で
は
な

い
、
功
利

主
義
の
立
場
に
於
て
は
、
富
は
威
壁
釧
瀞
足
、
快
樂
`
云
ふ
善
の
直
接
の
潔
射

で
あ
り
、
文
苑
ご
曜
、一
の
源
泉
で

ロ
　

マ

ヘ

モ

も

あ
る
、
故
に
自
ら
物
質
過
重
の
弊

に
陥

る
。
然

る
に
人
格
主
義
の
立
場
に
於
て
は
、
富

は
人
格
獲
展

ご
云
ふ
善

の

へ

あ

や

ヘ

モ

へ

ち

間

接

の
機
會

た
る

に
過
ぎ
す

、
又
唯

一
の
機
會

嬉
あ
ら
す

し
て
軍

に

一
つ
の
機
會

だ

る
に
過

ぎ

函
の
で
あ

る
。

於

藪
在
來

の
物
質

過
重
主
義

は
挽
割

さ
れ
ね

ば
な

ら

露
。

其

二

「
脛

濟
生
活
及
組

織

そ

の
も

の
こ
人
生
」

.

経
済

的
理
想
標
準

を
決
せ
ん

が
爲

に
は
、
盟
・に
「
富
ご
人
生
」
ご
の

一
面
的
関
係

の
み
な
ら

す
更

に

「
経
済
生

活

及
組
織

そ
の
も

の
こ
人
生
」

の
關

係
を
考

察
し

な
け
れ
ば
な
ら

鳳
ε
云
ふ

こ
ε
は
、
既

に
前
段

に
於

て
力
説

し
た

ε
こ
ろ
で
あ

る
。
而
し

て
こ
の

こ

ご
が
人
格
主

義

の
立
場

に
於

て
特

に
重
要

で
あ
る

巴
云
ふ

こ
ξ
も
既

に
述

べ
だ

ε
こ
ろ

に
依

り
略

ば
明

で
あ
る
ε

思

ふ
が
、
余

は
本
論

丈

に
於

て
批

難
を
特

に
重

じ
π

い
巴
思

ふ
か
ら

、
以
下

先

づ
此
重
要
な

る
理
由

を
更

に
明

に

し
た

い
ざ
思

ふ
の
で
あ
る
。

、

此

爲

に
は
我

々
の
日
常
生
活

な

る
も

の
が
、
我

々
の
人
格

を
形
成

す

る
上

に
於
て
、
如
何

に
強

き
力
を
有
す

る

も

の
な

る
か
を
先

づ
知
ら
な

け

れ

ば
な
ら

諏
。

而

し
で
現

代

の
太
衝

ベ
ル
グ

ソ
ン
の
次

の
語

は
此
黙

を
説
く

こ

ε

頗

る
剴
切
な

る
も

の
が
あ

る
ご
思

ふ
。
帥

ち
、
氏

は
共
名
著

..∩
器
匿
ユ
<
o
固
く
o
『
けご
ロ
.、
の
中

に
於

て
曰
く

「
連
続

ご

鳳
過
去

の
絶

へ
ざ

る
進

行

で
あ

っ

て
、
過
去
は

將
來

の
中

に
浸
入

し
て
行

き
、
時

ε
共

に
次
第

に
増

大

し
て
行

く
、

サ

過
去

は
絶

へ
す
成

長
進
歩
す

る
が
故

に
、

叉
眠

し
な

く
保
存

さ
れ
る

…
・:
…
勿
論
之
等

の
過
去

は
我

グ
に
ε

っ
て

極

め
て
漠
然

た

る
も
の

で
は
あ
る
が
、
而

も
我

等
は
漠

然
な

が
ら

に
之
等

の
過
去

が
現
在

の
中

に
保
存

さ
れ

で
る

論

説

人
格
主
義
の
立
塩
に
於
け
る
経
済
ε
人
生
の
一
考
察
八二
、完
∀
第
十
】
巻

(第
四
號

七
一
)

五

=
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器

㏄
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p
ま

島

診

尋
。
涛

曽嵐
。・

①
ヨ
祉

。
誘

窃

自

プ
…。。

。
ヨ
℃
一亀

田

い
。

即

生

活

資

料

を

得

る

が

爲

の

生

滞

は

一
方

人

ヵ

ろ

も

も

へ

あ

し

　

へ

も

ヘ

へ

し

な

も

へ

も

が
自
己

の
塗
す

作
業

そ

の
も

の

に
甥
す

る
關
係

に
於

て
、
他
方
其

人
が
其

仕
事
を
共

に
す

る
人

に
調
す

る
関
係

に

於

て
絶

へ
す
其

人
の
人
格
を
形
成

し

つ
、
あ
る
の
で

め

る
。
而

し
て
此

人

の

一
生

の
大
部
分

、
而

も
人
心

の
最

旺

盛

な

る
日
々
の
時
間

を
、
生
活
資
料

を
得

ん
が
爲

め
に
働

く

ざ
云

ふ

こ
ご
は
、
現

に
人
類

大
部
分

の
運
命

で
あ

る

の
み
な
ち
す
又

將
來

に
於
て
も
馨

易

に
脱

れ
得

鼠
運

命

で
あ

る
。

於
藪

か
輕
濟
生
活

及
組
織

は
其
自
身
大

な

る
人

格

獲
展

の
機
會

で
あ

っ
て
其

が
直
接

人
生

に
謝

し
て

有
す

る
意
義

は
愈

々
重
大
な

る
問
題

こ
な

る
。

而
し

て
纒
濟

生
活

及
組
織
な

る
も

の
は
富

を
調
達

す

る

こ
ざ
に
よ

っ
て
人
格
獲
展

の
手
段

た

る
も

の
で
あ

る
。

故

に
若

し
其
も

の
自
身

に
し
て
人
格

の
獲
展

に
大
な

る
害

を
及
ぼ
す

が
如

き
こ
ビ
あ
ら
ん

か
、
こ
は
手
段

の
目
的

に
封
ず

る
矛
盾

で
あ

っ
て
許
す

可
ら

ざ

る
こ
ビ
で
あ

る
。

且

つ
マ
ー

シ
ャ

ル
が
前
掲

の
語

に
次
ぎ

て
云

へ
る
語

に

意
味

せ
る
が
如

く
、
各

人
が
富

を
得

る
方

法

(葺
。

毛
曙

3

埼
窯
o
ゴ
げ
び

[コ
8
日
。
冨

o彗
器
e

帥

ち
余

の
所

謂
脛

濟

生
活

其
も

の

、
人
生

に
及

ぼ
す
影

響

の
重
要

さ
は

、
之

に
依

り
得
ら

る

べ
き
富

の
身
重

(盛
。
m
ヨ
。
⊆
三

亀

ゴ
『

言
8
日
。)
が
人
格

に
及
ぼ
す

影
響

の
重

要

さ
に
比

し

て
、
少

か
ら

ず
否
其

以
上

の
も

の
で
あ

る
。
(〉
昌
ロ
くΦ
受

。
沖
窪

窪
。
冒
コ
⊆。目
①
o
×
。
隷

ユ
o
一同
騨
℃
。
臣
o
⇒
げ
∩
訂
冨
。
↓雪

げ
団

島
。
四
日
8
耳

窪
窪
。・
冒
8
ヨ
①
凶u・
}韓

α
ぐ

】Φのp

三

け
互

。歩

筈
磐

書
障

突
。「停電

9

守
。
≦
-爵

冒

笥
葺

三

二
ω
留
讐
巴

こ

斯
く

し
て
経

済
生

活
及
組
織

の
理
想

的
標
準

を
考

察

す
る

に
當

り
、
「
富

ご
人
生
」
ご
の
關

係
の
外

に
更

に

「
経

済

生
活
及
組
織

そ
の
も

の
こ
人
生
」

ε

の
關
係

を
考

へ
ざ

る
こ
ε
は
人
格

主
義

の
立
場

に
於

て
愈

々
重
大
な

る

こ
.

ご
ご
な

る
の
で

あ
る
.
即
ち
人
格
主
義

に
於
て

は
、
偶
合
或

経
済
生
活
叉

は
組
織
が
如
何

に
人
格

獲
展

に
好

都
合

.

論

説

人
格
主
義
の
立
場
に
於
け
る
経
済
ε
人
生
の
一
考
察
(二
、完
)
第
十
一巻

(第
四
號

七
三
)

五
一
五

10)Marshall;PrinciplesofEconomics..PP.卜2.

11)lbid・Pz・
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論

説

人
格
主
義
の
立
場
に
於
け
る
纒
濟
ε
人
生
の
】
考
察
(二
、完
)
第
+
一
巻

(第
四
號

七
四
)

五

一六

な

る
富

の
懸
想
を
結
果
す

る
も
、
若

し
其
も

の
自
身
が
人
生

に
及

ぼ
す

影
響

に
し
て
好

ま

し
か
ら

ざ

る
ご
き
は
、

そ
は
眞

に
望
ま

し
き
も

の
で
は
な

い
の

で
め
る
。

余
は
以
上

に
於

て
「
経
済

生
活
及
組

織

そ
の
も

の
こ
人
生
」
こ
の
關
係

の
考
察

の
重
要
な

る
所
以

を
明

か
に
し
セ

る
が
故

に
、
次

に
は
此
關

係

に
於
け

る
脛
濟

の
理
想
標
準

の
何
な

る
や

を
考
察

し

て
見
や

う
。
,

即
ち

之
を

一
吉

に
し
て
云

へ
ば

、
人
格

主
義

の
立
場

に
於
け

る
経
済

生
涯

及
組
織

の
理
想
的

標
準
は

、
輩

に
前

述

せ
し
如
く

人
格

の
腰
展

に
好
適

な

る
冨

の
状

態
を
結

果
す

る
ε
云
ふ
の
み
な
ら
す

、
更

に
そ

@
自
身
直
接

に
入

生

に
封
ず

る
關

係
に
於
て
、
人
格
獲

展

に
出
家
得

る
限

b
害
少
く
利
益

大
な
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら

諏
ε
云

ふ
こ

.
ε

で
あ

る
。

珈

キ
+
ナ

ン
が
、
前
述

せ
し
如

く

に
、
経
済

生
活
其

も
の

、
直
接

人
生

に
及

ぼ
す
影
.響

を
重
要

視
し
て
、

経
済
的

理
想
は

葺
ゆ
℃
p
す
雪

山
等
厨
。
ヨ
①
[o
口
回コ
く
o
守
巴

ヨ

チ
①
雪
留
二
9
p
o
言

o
。・猷
話

口
↓崇
メ
自

⑭p留
口
経
自

の
小
輩

る
を

要

す

る
ご
し
か

る
は

、
正

に
快
樂

を
善

ご
す

る
功
利
主

義

の
立
場

よ
り
此
問
題

を
見

陀

る
も

の
な

る
に
射
し
、

マ

ー

シ
ャ
ル
が
昨
年

公

に
せ
し

、、同a
巨

蔓

β・
巳

目
「巴
嘆

に
於

て
與

へ
し
、
肚
會
問
題
論

上

に
於
け

る

肉
。
巴

8
・・け

竃

嗅
。
島
島
8

の
概

念
は
其
根
本

に
於

て
略
ぽ
人
格

主

義
の
立
場

よ
り

こ
の
問
題
を
見

た
る
む

の

で
あ

る
ε
云

ふ

こ

ε

が

出

家

る

。
.即

ち

、
其

中

に

びq
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・
霧

雪

自

豊

里

・
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呈
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巳
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音

耳

蝉
儀
。
ρ
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即
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①
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ロ
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国
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の

♂
「

夢

¢

α
蒋
δ
切
o
「
陣
中
巽

=
ゆ
・ユ
ε

云

ふ

が

如

き

句

は

、
正

に

キ

ャ
ナ

ソ

の

哨
巴
口

騨
コ
匹

三
(し・
o
日
o
仲
o
自

注

云

へ

る

語

に

封

照

す

べ
き

も

の

で

あ

る

。

其

大

著

..霊

昌
。
闘で
奮

駄

国
8

ぎ

量

。
ω
.

に

於

て

人

格

論

に

筆

を

起

し

終

始

其

立

場

を

は

な

れ

ざ

る

マ

ー

シ
ャ

ル

が

、

斯

く

の

如

き

図
o
巴

。
o
再

の

新

な

る

概

念

を

述

べ

る

に

至

り

し

こ

ご

は

、

薩

だ

當

、
12)本 誌 第 十 巻 六 號八 〇 四一 入 〇 七 頁 参 照
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《

然

の
こ
ε

、
は
云

へ
余
ば
、
現
代
英
国
脛
濟
學
界

の
二
大
互
壁
に
こ
の
対
照
を
見

る
こ
ご
を
頗
る
興
味
深
く
畳
え

る
も
の
で
あ
る
。

弦
に
は
理
想
的
な
る
経
済
状
態
死
の
も

の
を
論
じ
ゃ
う
ε
す

る
の
で
は
な
く
、
畢

に
其
理
想
の
標
準
を
考
察
せ

ん
`
す
る
の
で
あ

っ
て
、
今
術
少

し
く
其
標
準
を
細
別
し
て
考

へ
て
見

よ
う
ε
思
ふ
。
而
し
て
余
は
嚢

に
人
格

の
獲

、

、

、

、

、
.

ゼ

、

、

、

、

、

、

、

、

、

展
を
計
ら
ん
が
爲
に
は
、
先
づ
諸
種
の
機
會
を
與
ふ
る
こ
ご
に
よ
り
人
格
腰
展

に
必
要
な
る
人
の
諸
能
力
を
殿
達

む

も

も

ヵ

も

せ
し

ゅ
以

で
始

め
て
人
格

の
骸
炭

を
完

ふ
し
得

る

も

の
な

る

こ
ざ
を
述

べ
た

る
が
ゐ
以
下
述

ん
ε
す

る
第

一
の
も

あ

ヘ

ヤ

へ
　

へ

の
は
脛
濟
生
活
及
組
織

が
此
人
椿
獲
展
に
必
要
な
る
人
の
諸
能
力
を
獲
達

せ
し
む

べ
き
諸
種
の
機
會

に
封
ず
る
關
…

も

ヘ

へ

あ
　

ヵ

し

で

ヘ

ヤ

セ
　

へ

係

よ
り
考

へ
し
も

の
で
あ
り
、
第

二

は
こ
の
諸
能

力

の
腰
達

そ

の
も

の
に
封
ず

る
關
係

よ
り
、
而

し
て
第

三
は
入

　

う

も

ヘ

へ

も

で

も

も

格
の
獲
展
そ
の
も
の
に
封
ず

る
關
係
よ
め
考
察

せ
し
も
の
で
め
る
。
即
ち
、第

一
に
、
理
想
的
な
る
経
済
生
活
及
組

モ

マ

カ

も

も

ヘ

へ

ち

織
は
出
來
得
る
限
り
人
格
獲
展
の
諸
機
倉
を
紡
ぐ
る
こ
ε
少
き
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

阻
ざ
云
ふ
こ
ε
で
あ

る
。

暴
れ
前
述

せ
し
如
く
人
格
主
義
の
立
場
に
於
て
は
富
は
專
ら
人
格
獲
展

の
機
會
ず
冒し
て
の
み
意
義
を
有
す
る
の
で

あ
る
が
、
而
も
そ
は
唯

一
の
機
會
で
は
な
く
、
軍
に

一
の
機
會
た
る
に
過
ぎ
す
し
て
人
格
の
獲
展

に
は
此
外
に
荷

多
く
⑳
事
情
を
必
要
ε
す
る
、
然
る
に
此
等
諸
事
情
の
多
く
は
一
例
ぱ
生
活
が
自
由
希
望
攣
化
に
富

め
る
こ
ε
、

叉
は
文
化
生
活
教
育
休
息

の
爲
の
暇
、
自
然
財
の
享
受
等
は
前
述
せ
し
如
く
脛
濟
生
活
及
組
織
の
如
何
に
關
は
る

こ
ε
人
な
る
も
の
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

,さ
も

ヤ

ロ
　

　

.

共
第

二

の
理
想

は
、
経
済

生
活

の
教
育

生
活
化

ε
云

ふ
こ
ξ
が
あ

る
。
即
ち
経
済

生
活

が
入
落
腰
展

に
必
要
な

る
諸
能
力

を
獲

展

せ
し
む
る

こ
ご
で
あ

る
。
前
述

せ
し
如
く

人
が
人
格

の
獲
展

の
爲

に
外

ま
り
な

し
得

る
こ
ど
は

論

説

人
格
主
義
の
立
場
に
於
け
ろ
経
済
こ
人
生
の
.[
考
癖
〔二
、兜
V
第
十

一
岩

{第
四
號

七
五
)

五
一
七

■



御

,
論

説

人
格
主
義
の
立
場
ド
於
け
ろ
維
濟
ミ
人
生
の
,】
考
察
〔二
、白刀)
第
十

一巻

(第
四
號

七
六
}

五
}
入

人
格
及

人
格

獲
展

に
必
要
な

る
諸
能
力

の
獲
展

の
機

會
を
與

ふ
る

ご
云

ふ
廣

義

の
激
育

で
あ

る
。

而

し
て
経
済
生

活
共
も

の
が
此
機
會
ど

し
て
重
大
な

る
意

義
を
有
す

る

こ
ご
も
前
述

せ
し
所
で
明

か
で
あ

る
。

噛

例

へ
ば
、
現
代

の
経

済
的
自
由

の
制

度
は
官

頼
心

熟
慮

敢
爲

の
気

風
箸

入

の
貴

き
性
格

を
助
長

し
遼

.
機
械
的

生
産

方
法
も
亦
其
自

身

の
弊

を
俘

ふ
て
る

る
も

の
で

あ

る
が

、
而

も
そ
侭
人
類
を
.漕
身

の
疲
弊

に
堪

へ
ざ

る
肉
艦

的
勢
働

よ
め
救

ふ
こ
ε

に
依

っ
て
、
先

づ
人
格

生
活

の
餓
力

を
與

へ
た

る
の
・み
な
ら

す

、
更

に
人
類

を
牛
馬

に
等

し
き
勢
働
.者

の
地
位

よ
b
高

め
て
、
精

功
高
贋

に
し

て
且

つ
自
働

的
な

る
機
械

ご
云

ふ
、
云

は
ば

↓
種

の
勢
働

者

の
監

督
者

た
る

の
.地

位

に
置

き
、
其
業
務

に
於

て
自
ら

割
断

力
注

意
力
、
責
任
心

《
旨
云

ふ
が
如

き
人
格
獲
展

に
重

要
な
る
諸
能
力
を
用
ひ
し
め
た
・
而
し
て
用
ふ
る
機
聾

麗

し
用
ひ
ざ

・
機
能
が
衰
退
す

・
ε
云
ふ
進
化
論
の

原
則
繕

碑
の
麓

に
就

い
て
も
肉
讐

於
け
る
高

様

に
行
は
れ
.
之
磐

の
諸
能
力
は
自
ら
難

　す
る
・
ご

、
.」

り

な

っ
た
の
で
あ
る
d

我
々
は
更

に
進
ん
で
現
代
機
械
を

一
層
之
に
適
す
る
も
の
に
政
善
し
且
普
及
を
計
る
雑
人
の

作
業
そ
の
も
の
に
封
ず

る
關
係
に
留
意
す
る
の
み
な
ら
す
更

に
ま
た
作
業
を
共

に
す
る
人
々
に
劃
す

る
關
係
を
改

善
す
る
等
、
産
業
生
活
及
組
織
を
し
て
、
其
の
種
々
な
る
方
面
よ
り
出
来
得

る
限
り
人
の
高
省
な
る
諸
能
力
を
引

き
出
す
に
適
す

る
も
の
セ
ら
し
め
、
以
て
産
業
生
活
を
教
育
生
活
化

さ
ね
ば
な
ら
諏
。

今
之
を
功
利
主
義
の
立
轡

於
け
る
も
の
ε
比
撃

・
こ
ε
は
無
益
で
な

い
、
即
ち
功
利
嚢

の
立
場

に
於
て

は
常

に
快

樂

ξ
云

ふ
こ

ぜ
が
債
値

標
準

で
あ

る

か
ら

、
脛
濟
生
活
及

組
織

其
も

の

、
入
生

に
及

ぼ
す
關
係

に
於

て

も
、
其

が
出
来
得

る
限

り
苦
痛

を
與

へ
お

こ
ご
少
く

、
快

樂
を
與

ふ
る

こ
ε

の
人
な

る
も
の
で
あ

る
ε
云

ふ
こ
ε

が
晦

一
の
問
題

嬉
な
る
、
從

て
勢
働
の
遊
戯
此

等

ご
云

ふ
こ
ご
が
主
要

な

る
問
題

ざ
な

り
、
機
械
等

も
人

馬
直
接

14)MarthallPrinciplesofEconomics,BookIVChap.IX参 照



O

.

與

へ
る
苦
痛

ご
云
ふ

こ
ド
か
ら
圭

こ
し

て
考

へ
ら

れ

る
。

ヘ

マ

マ

セ

も

其
第
三
の
理
想
は
経
済
生
活
そ
の
も

の
を
出
來
得
る
限
b
人
格
生
活
化
す

る
ご
云
ふ
と
で
あ
る
。
即
ち
人
格
生

活
の
條
件
を
調
達
す

べ
き
手
段
生
活
た
る
経
済
生
活
を
其
儀
直

に
其
日
的
だ
る
人
格
生
活
叉
は
人
格
的
要
求
現
實

の
生
活
ざ
す

る
こ
ε
で
あ
る
。
而
し
て
此
が
経
済
生
活
そ
の
も
の
＼
最
高
の
理
想
で
あ
る
と
は
云
ふ
ま
で
も

㌃
い
。

彼
の
経
済
生
活
の
藝
術
化
ビ
云
は
る
、
も
の
も
此

一
で
あ
る
。

こ
は
甚
布
敷
な
乃
方
法
で
あ
る
が
、
而
も
総
て

の
経
済
生
活
に
望
み
得

べ
き
も
の
で
は
な
一
、
叉
そ
は
人
類
の
互
人
な

る
生
産
力
た
る
機
械
的
生
産
方
法
を
犠
牲

`
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
場
合
も
少
く
な
い
。

於
弦
脛
濟
生
活
を
直
に
人
格
生
活
化
す
る
覚
め
に
次
に
考

へ
ら
る
べ
き
こ
ε
は
.

経
済
生
活
其
も
の
を
道
徳
生

活
化
す

る
こ
ご
に
あ
る
。
凡
そ
道
徳
的
行
為
ご
否
ざ
は
、
行
爲
の
形
式
に
團
は
る
も
の
で
は
な
化
し
て
其
精
神
に

あ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
西
田
博
士
慧
曰
く

「
世
人
は
屡
々
善
の
本
質
ご
其
外
殻

ご
を
混
ず
る
か
ら
何
か
世
界
的
人

類
的
事
業
で
も
し
な
け
れ
ば
最
大
の
善
で
な
い
様
に
思
は
れ
て
る
る
。
併
し
事
業
の
種
類
は
其
人
の
能
力
ご
境
遇

ε
に
由

っ
て
定
ま
る
も
の
で
、
誰

に
も
同

一
の
こ
ε
は
出
水
な

い
。
併

し
我

々
は
如
何
に
事
業
は
異

っ
て
居
て
も

同

一
の
清
和
を
以
て
働
く
こ
ご
は
出
来
る
、
如
何
に
小
な
る
事
業
に
て
も
常

に
人
類

一
味
の
愛
よ
り
働

い
て
み

る

人
は
、
偉
大
な

る
人
類
的
人
格
を
現
費
し

つ
、
あ
る
入
ご
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
」

ざ
殊

に
今
日
の
経
済
耐
會
に
於
て

は
、
人
々
は
総

て
直
接
に
は
他

の
人
々
の
必
要
ε
す

る
財
を
生
産
調
達
し

つ
、
あ
る
の
で
あ

る
。
散

に
若

し
工
場

の

一
職
工
も
、
自
己
の
仕
事

に
術
多
く
の
人
類

の
幸
輻
の
關
る
所
な
る
こ
ざ
を
自
畳

し
.
人
類
に
饗
す
る
愛
の

一6

よ
b
其
日
々
の
仕
事
に
い
そ
し
ま
ん
か
、
彼
等

の
日
々
の
業
務
は
其
儘

に
し
て
人
な
る
善
行
爲
ε
な
り
、
彼
は
其

論

説

人
格
圭
義
の
立
場
に
於
げ
る
纒
濟
こ
入
生
の
」
考
察
(二
、完
)
第
†
一
巻

(第
四
號

七
七
)

五
一
九

15)善 の研究二一七頁



●

論

説

人
格
主
義
の
立
場
に
於
け
ろ
繹
濟
ε
人
生
の
一
考
察
(二
、完
)
第
†
一
巻

(第
四
號

七
八
〕

五
二
Q

儘

に
て
人
な
る
人
格

の
謹
撰
を
な
し
つ
、
あ
る
の
で
あ
る
。
以
上
は
自
己

の
作
業
に
饗
す
る
關
係
に
於
て

里
あ
る

が
ま
た
其
作
業
を
相
共
に
す

る
人
々
に
劃
し
す
る
関
係

に
於
イ
.も
愛

の

一6
よ
り
交
り
て
人
生
を
樂
し
む
を
得
ば
叉

輕
濟
生
活

の
道
徳
生
活
化
で
あ
る
。
か
の
生
産
組
合

の
重
要
意
義
の

蝿
面
は
斯

る
機
曾
を
與
ふ
る
こ
ざ
に
あ
る
、、

其
他
我
々
は
種

々
此
機
會
を
工
夫
せ
ね
ば
な
ら

鼠
。
勿
論
完
全
な
る
脛
濟
生
活

の
道
徳
生
活
は
、
高
き
人
格
を
前

提

ε
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
直

に
充
分
に
望
み
得

べ
き
も
の
で
は
な
い
が
省
ほ
其
作
業
を
共

に
す

る
人

に
謝
し

其
日
々
の
生
活
を
耐
交
生
活
化
し
」
叉
自
己
の
作
業
そ
の
も
の
に
封
ず
る
關
係
に
於
て
軍
に
其
業
務
の
報
酬
を
重

ん
ぜ
す
、
業
務
共
も
の
を
繁
し
む
藝
術
的
精
神
よ
り
日
々
の
業
務
を
な
す

`
云
ふ
こ
ε
は
、
人
生
の
大
部
分
を
な

す
経
済
生
活
が
本
家
の
人
生
々
活
ざ
隔
離
す

る
こ
ε
よ
り
現
代
の
多
右
の
人
々
が
感
じ
つ
、
あ
る
止
み
難

き
二
重

生
活
の
悩
み
よ
り
、
此
多
く
の
人
々
を
救
ひ
出
す

こ
ε
で
あ

っ
て
、
.實

に
人
生
に
ε
っ
て
甚

重
大
な

る
意
義
を
有

.

す

る
事
柄
で
あ

る
。
而
し
て
仮
令
勢
働
者
に
如
何
に
多
く
の
富
を
與
ふ
る
ε
も
、
経
済
生
活
が
人
生
生
活

に
謝
し

て
二
重
生
活
を
な
す
以
上
現
代
の
耐
會
問
題
も
未
だ
充
分
な

る
解
決
を
得
す
、
人
類

の
眞
の
幸
幅
は
未
だ
來
な

い

の
で
あ
る
。
比
熱
の
み
よ
り
見
る
も
「
脛
濟
生
活
共
も
の
こ
人
生
`
の
關
係
」
の
問
題
は
頗

る
重
要
で
あ
る
.

以
上
の
如
く
に
し
て
、
余

は
、
先
づ
「
富

ε
人
生
」
ε
の
關
係
に
於
て
、
次

に

「
経
済
生
活
及
組
織
そ
の
も
の
ご

入
生
」

こ
の
關
係
に
於

て
、
各
々
脛
濟
生
活
及
組
織
の
理
想
的
條
件

を
考
察
し
た
が
、
此
両

面
の
理
想
的
條
件
を

出
※
得
る
限
り
十
分
に
備

へ
た
る
も
の
が
最
も
理
想
的
な
る
経
済
生
活
及
組
織
な
の
で
あ
る
。

今
優
り
に
、
前
述
せ
し

マ
ー

シ
ャ
ル
の

話
巴

8
昏

な
る
語
を

か
り
て
、或
種
の
経
済
生
活
及
組
織
が
其
中
に
あ

る
耽
會
各
員
の
人
格
の
統

一
的
獲
展

に
與

ふ
る
犠
牲
を
表
ら
は
し
、

ま
だ

冷
巴

・三
身

な
る
語
を
以
て
共
経
済

●



昌

生
活
及

組
織
が
「
富

ε
人
生
」
及
「
脛
濟

及
生
活
組
織

其

も
.の
ε
人
生
」
の
關
係

に
於

て
各
員

の
人
格

の
統

一
的
獲
腰

に
及
す

利
益

を
表
ら

は
し
、
而
し

て
キ

ヤ
ナ

ソ
の
功

利
主
義

の
立
場

に
於
け

る
云

ひ
表
ら

は
し
方
を

か
り
、
以

て

此
意
を
簡

明

に
云
ひ
あ
ら

は
せ
ぱ
、
　即
ち
此

話
巴
.
鼠

年
団
5
風
口
『
器
巴

8
・。叶
な

る

口
鮮

鼠

=
2

の
最
大

な
る
脛
濟

生
活
及

組
織
が
最
理

想
的

な

る
も

の
で
め
る

ご
云

ふ

こ
ε
が
出

來

る
。

こ
れ
云

ふ
ま

で
も
な

く
、
.人
格

主
義

の
只

一
繕
封

の
儂
値

は
人
格

の
獲
展

に
あ
り
、
而

し
て
斯

る
経
済

生
活
及

組
織

が
人
格

の
統

一
的
謹

撰

に
最
大
な

る
功
献

を
致

す

も
の
な

る
が
故

で
あ
る
。

,

而

し
て
.経
濟
生
活
及
組

織

の
改
善

に
關
す

る
総
て

の
叢
策

は
此

標
準

よ
b
批

判

さ
れ
ね
ば
な
ら

楓
。

(終

)

(駐
じ

勿
論
合
目
に
於
て
も
爾
ほ
、経
済
學
は
人
生
観
ε
冷
々
.没
交
渉
の
學
問
で
あ
る
ζ
云
ふ
圭
張
』
あ
ろ
。然
し
現
に
歓
洲
斯
學
界
の
ナ
ー
ソ
リ

デ
イ
た
ろ
ヂ
ー
ド
・
マ
ー
シ
ャ
ル
等
の
人
々
に
明
に
此
反
野
の
立
場
に
立
っ
て
る
ろ
。

マ
ー
シ
ャ
ル
が
其
経
済
厘
論
た
人
略
論
に
始
め
、
其
學
説

.

蒜

接
間
接

に
人
格
主
義
の
立
嶺

示
し
て
み
ろ
こ
言

前
饗

し
ミ

ろ
で
も
明
で
あ
ろ

・
が
・
再

明
に

、・[ぽ

・
8
日

目
『

…
...「日
鼠

・

瑚

∩
o
口
∩
Φ
「コ

ぼ
日
詫
言

三

子

島
o
p
匡
日
即
[Φ
翫
5
の
o
h
目

9
づ
、..
ε
云

ふ
如
豊

語

さ

へ
用

み
て

み

る
。

ま

た

ヂ

ー
ド

に
其

一
論

文

に
於

て
「
縄
濟

學

に

カ

む

も

も

も

も

セ

も

も

セ

ヤ

ヘ

ヘ

へ

し

ヘ

セ

お

も

う

も

も

唯

物
親
な
脱
す
る
途
中

に
あ
る
」
ご
云
ひ
ま
た

「
私
に
経
済
學

ε
道
徳
ε
一置
寧
ろ
相
瞠

る
可

ら
ざ
る
も
の
で
め

導

」
云
ふ
説
な
唱
道
す

る
者
で
あ

"

助

エ

ユ

う
か
ら
、
此
新
し
春
立
揚

玉
リ
論

じ
て
見
た

い
」

ε
述

べ
て
み

ろ
。
ま
大
我
國
で
に
田
島
博

士
が
同
様
の
立
場
為
高
張
し
て
居
ら
れ

る
。
纒
濟

學

が
轡
利
の
學
、輩

に
富
の
學
で
あ

っ
た
昔
日

に
於

て
に

い
ぎ
知
ら
す
、入
註

の
爲
の
學
、
人
間
為
圭
ピ
す
ろ
學

ピ
た
っ
た
命
日

の
縄
濟
學
に
於
て
に

此
。
玉
算

る
霧

。
。

。
ま

.
。
。
金

掻

蕩

を

ら
ん

ピ
欲
す
る
、
の
,
誓

。

。
。
ム
、

。
ミ
騒

ダ
イ
ヤ
モ

ツ
,
暴

穰

箏

有
.

ず

る
も
使
用
価
値
々
有
冠
す

ざ
ゼ
し
々
、
ミ
ル
が
駁
ゼ
し
は
価
格
論

の
立
場

に
於
て
正
L
音

、
ミ

で
あ
ろ
。
こ
れ
な
以
て
経
済
學
11
総
て
の
鮎

に

於

て
人
生
観
ピ
没
交
渉
で
あ
る
ピ
す
う
も

の
あ
ら
ば
そ
れ
に
今
日

の
縄
済
學
に
こ
っ
て
一■
至
當
で
11
な

い
。
斯
く
て
縄
濟
畢
者
も
亦
人
生
観
の
問

題
に
濁
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

論

読

人
略
主
義

の
立
場
に
於
け
ろ
経
済

ε
人
生
の

一
考
察

(二
、完
〕
勢
†

一
巻

(第
四
號

七
九
)

五

二

一

16
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